The Prelude 講読 : Wordsworthにおける想像力の位置づけ by 鈴木 昭一 & Shoichi Suzuki
The Prelude 講読 : Wordsworthにおける想像力の
位置づけ
著者 鈴木 昭一
雑誌名 紀要
巻 34
ページ 98-107
発行年 1980-03
URL http://id.nii.ac.jp/1118/00000808/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
乃eprehde講読
－Wbrdsworthにおける想像力の位置づけ－
I　悪しき習性
鈴　木　昭　一
をたたきこむ精神的な一大変革であった。
WordsworthにとってThe B，eludeとは「復活の
物語j）であった。それは，想像力の何たるかを発見
し，位置づけることによって人間精神の主体性を回
復した物語である。回復は喪失を前操とする。だか
ら「想像力，それがいかに害われ，また回復された
か」（放）CkH，XR）を語るに当って，Wordsworth
はまず絶望を取り上げる。
LongtimehathMan’s u血appinessandguilt
Detain祖us；with what dismalsightsbeset
Fortheoutward view，andirrwardlyoppress祖
Withsorrow，disappointment，VeXingthoughts，
Confusionof opinion，Zealdecayb，
AndIastly，utterloss of hopeitself，
And things to hope for　　　（恥1－7）
7滋prggZdg全巻を通じて，これ程悲愴な書き出し
は他に見られない。人間不信，外界不信におちいっ
ているWordsworthには希望という言葉さえないの
である。
WordsworthがTheB・eludeの中で明言している
ところによれば，この絶望には二重の重みがある。
一つはフランス革命に関連したものであり，もう一
つはGodwinの影響によるものであった。
田舎に生れ，「山間の自由」（“mountainlib－
erty’LⅨ，241）に育まれてきたWordsworthにとっ
て，人間の価値と平等をめざしたフラソス革命は起
こるべくして起こった当然の出来事であった。（Ⅸ，
217－53）Beaupuyの感化を受けたとはいえ，共
和主義者になる素地はすでにWordsworthの心の中
に内在してい遥三しかし，革命のその後の経過と
りわけ，イギリスの対仏宣戦布告（1793年2月11
日）はWordsworthに強烈な衝撃を与えた。それは
今までの人生行路を変更させ，全く遮った領域に彼
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No shock
Given tomymoralnaturehadIkn0wn
DowntO thtverymoment；neitherlapse
Nor tumOf sentiment thtmightbenam’d
Arevolution，SaVe at mis one time，
AllelsewasppDgreSSOntheself－Samepath
On which withadiVersityof pace
Ihadbeentravelling；thisastrideatonce
Intoanoth。r r。gi諦）　（‡，234－42）
たたきのめされたWordsworthは救いをGcxlwin
の月症有用仁血漬〃に求める。そして，今まで自分
のものと信じてきた「あらゆる情念，観念，あらゆ
る形式の信念」（“allpassions，Otions，Shapes
of faith’’－‡，890）を引きずり出しては分析L，
解明し始める。しかし，その結果は，すべてに証拠
を要求して，それを求めえず，ついには何物をも確
信できなくなってユ「絶望のうちに道徳問題を放棄
してしまう」のであった。
Ilost
All feeling of conviction，ard，in fine，
Sick，Wearied outwith contrarieties，
Yielded up moral questionsin despair．
：1：ご1こ1－．∴l二一∴∴∵∴、十一二一
彼を増々絶望のどん底へ落し込むだけであった。彼
に残ったものといえ蛾　一段と増幅された人間不信
でしかなかった。
ⅥもrdsⅥ町rthにとってGodwinismとは一体何だ
ったのだろう。それは，翠性を武器にしてすべてを
分析し，すべてを部分に解体させてしまうものであ
rカgprg／〟か講読
った。あるいは，若者の屁理屈にも似た低次の理性
であり，偏狭な評価，分析のための分析，批評のた
めの批評にすぎなかった。虚偽をあぼくことはでき
るしっ　判断は示しうる。しかし，それは真実や感動
からは程遠いものであった。
There comes atimewhen肋son，nOtthe
grand
AndsimpleReasonlbut thathumbler power
Which carries onits noinglorious work
ByloglC and minute analysis
Is of allIdoIs that which pleases most
The growing mind…．Sufficeit here
To hint that danger connot but attend
Upon a Function rather proud to be
The enemy of falsehood，thanthe friend
Of truth，tO Sitinjudgmentthanto feel
（勘123－37）
こういう分析的理性を使っている限り，聖人や英
雄など過去の偉大な人々も信頼できず，歴史の頁を
ひもといても，詩人の声に耳を傾けても，そこに空
しさしか存在しなかったのは当然である。（Ⅶ，60
－95）この「悪しき理性」は人間や社会の分析に使
われただけではない。大地や宇宙にも適用され，自
警三雲詑r芸芸芸冨誓言芝讐冨憲三三孟
景という観念をそこに持ち込んで1勝手に選り好み
をしたり，外見的な色や形にだけ気を取られて，
その場の雰囲気や情感には全く心を動かされなかっ
た。視覚がすべての感覚を圧し，眼が心をも交配し
つくしていた。すべてを眼の専制にまかせて，次か
ら次へと新しいものを求めるしかなかったのである≡）
Yet wasI often greedyin the chace，
Androamld from hill tohill，fromrock
to rock，
Stillcravingcombimtions of newformS，
Newpleasure，wider emplre for thesight，
Proudofits ownendments，andrejoiced
Tolay theinner faculties asleep．
（刀，190－5）
分析的な眼でしか自然を眺められない程に，Words－
worヒhはこの「悪しき理性」に寿されていたので
ある。
Ⅶ　回復のきざし
すべては行きつく所まで来てしまった。落ちる所
まで落ちたのである。だが，そこに一人の乙女がい
た。不毛な詮索（“barr nintermeddling sub－
tleties”～XI，204）やつまらぬ批評とは無象の乙女
がいた。彼女は，自然が与えてくれるものに満足し
で族しかった。鳥や花でさえ彼女を愛さずにはおれ
ない程であった。自然に対して従順なるが故に，自
然とよく調和していたのである。文字通り「彼女は
自然の同居人であった。」（“ShewasNature，sin－
mate：一刀，214）
Wordsworthを絶望のどん底から救い出してくれ
●二一㌦∵∴㍊∴器∵罠’二二
従順さであった，というべきかもしれない。そして，
Wordswor也がMaryの中に見たものは，自然に包
まれ，自然と共にすごした自分自身の子供時代であ
った。浸ってはならないと考えていた「過去の甘い
思い出」（“suchsweet remembrances”－XI，53）
こそ，実は堕落の時期にもWordsworthを支えてく
れた貴重な財産だったのである。
Oh！mysteryofMan，fromwhat a depth
Pr∝eed tby honours！I amlost，but see
Insimplechildhoodsomethingof thebase
Chwhich thy greatness stands．CH，329－32）
振り返ってみれば，子供時代のWordsworthは見
るものすべてを愛していた。（“Ilov，dwhate，er
I sawヱ’一刀，盟6）そこにはただ単に感動があるだ
けで，他のものは存在せず，邪悪な判断の介入する
余地はなかった。（“I felt，andnothingelse；
I d dnot judge：’－Xl，238）そういう子供時代の
感動こそ絶望的な危機からWordswor仇を救い出し
てくれる力である。そのことに気づいたWordswo止h
は，かつて感じたと同じ創造的な魂を，今また体内
に感じ始める。
I had felt
Too forcibly，t〔沿earlyin mylife，
Visitings ofimaginative power
For this tolast：I shock thehabit off
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Entirelyand for ever，and agaln
InNature’s presence stcxxl，aSI stardnow，
A sensitive，and a creative Soul．
乱251－7）
そうなのだ。人生には生命を蘇らせてくれる「時
の諸点］）（“S。。tS。ftim。”一刀，258）があるの
だ。それは世俗の重荷にうちのめされた心を秘かに
いやし，絶望の底からわれわれを救い上げてくれる
力である。あるいは，ふとした所に「人生の小道」
（“passages oflife”－4，270）があり，五感を
支配する精神に深い感動を与えずにはおかないので
ある。そういう小道，そういう瞬間は人生の到る所
にある。しかし，それが生き生きと顕著に存在する
のは，なんといっても子供時代である。昔のまま変
ることのない一人の乙女Ma町に触発されて，
Wordsworthは心の中に自分の子供時代を完全に取
り戻したのである。
Behold me then
OncemoreinNature，spresence，thus restored
Or otherwise，and strengthened orKe agaln
（Withmem）ryleft ofwhathadt光en eSCa画）
Tohabitsof devoutest symPathy．（肌393－7）
帰って来た子供時代をWordsworthがどれ程歓喜し
て迎えたかは，2つの引用文に繰り返し出てくる
〟OncemoreH，〝restoredNJ Konce agalnNl
“againJ，という言葉使いを見れば明らかである。「情
念の秘密」（“th）SemySteries ofpassion”qxl・，
糾）をずたずたに切り刻んでしまう「論理の魔力」
（“some damof LogiC’’一班，83）は消え去っ
た。何かを遮二無二つかみとろうとして自然を貪り
食うこともなくなった。今や対象としての自然は消
え去り，Ⅵbrdsworthの心の中で自然は徐々に主体
化され始めた。客体としての自然が「内なる自然」
に転化し始めたのである。Wordsworthは人間回復
へのきっかけをしっかりつかんだといえよう。
Ⅱ　想像力と人間
「自然」は人間に感動を与え，人を興管させるだ
けではない。慈雨の如き贈り物として，心の平静
をも与えてくれる。「幸福な心の静けさ」（“tbt
lOO
happystilhessof themindl狐13）をもたらし
てくれるのも「自然」の大切な一面である。そこに
は，偽りの希望や激慌　熱望，奇想，自画自敦の知
性はない。あるのは「永続するもののおだやかな光・
景」（“a temperate Shew／Of objects that
en血汀e”一札35－6）だけである。「自然」のもつ
このおだやかな持続性に目覚めたとき，実はそうい
う睦え目な姿を宙観できる心的態度を同時に取り戻
していたのである。
Above all
Did Naturebri喝　agaln thatwiser mod
more deeply re一七Stablish’din my soul，
Which，Seeinglittleworthyorsublime
In what weblazonwiththepompousnaIT把S
Ofpowerandaction，early tutorPdme
Tolodくwith feelings of fraternallove
Upon those unassumingthings，thathold
A silent stationin this beauteous world。
（斑，亜－52）
感じることがすべてであったゥ　あの子供時代の態度
が「より賢明な気分」（“thatwisermood”）と
なって，Wordsworthの魂の中に一段と深く位置づ
けられた。こういうおだやかさをえて，Ⅵbrdswo血は
もう一度「人間」を見直す。そして，愛と害巧純
粋な想像力の対象として再び「人間」を前面にすえ
ることができるようになった。
Thusmcderated，thus composd，I found
OncemoreinMan an d〕ject of delight
Of pureiImginationlandoflove。
（斑，53－5）
こさかしい真実ではなくて，大いなる真実を見通
せる「知的な限」（“tI℃intellectualeye”一肌
57）を取り戻したWordsworthは，徐々に認識を深
めて，良いもの，正しいものへの感覚を鮮明にして
いく。そして，革命に振ろうとする野心や血の気に
はやった計画は後退し，「なじみの日常生活の中に」
（“inthefamiliarfaceoflife”－Hl，67）良さ
を見つけ，それを将来への堅実な基礎とすることに
成功する。
本当の価低　純粋な知艶　本物の精神力は肉体労
働をし，「自然」とともに生きている農民の中に存
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在する。田舎人の中にこそ人間の尊厳があるのだ。
都会人の野心や狂気とはちがって，外見は粗野でも
山中の教会の如き敬虔が彼らにはあるのだ。（軋
97－111，26－30）先に指摘したと同様，ここに
引用した2つの詩句にも“oncemore，again”，
“re－eStablish’d”という言葉や“wiser∵‘more
deeply”という比較表現がみられる。これらの
言葉使いには「“近代”の侵犯をうけない下層農民
∴‾∴十二‾∴＿∴“‾‾こて＿＿
ととらえたWordswormの確信の程がうかがえる。
人間らしいやさしさと「自然」の喜びに満ちあふ
れた田舎の生活を取り戻したWordsworthは，さび
しい山道がとりわけ好きであった。（“Ilove a
publicroad”一班，145）Wordsworthにとって，
山の彼方に果てしなく続く道は，永遠への道標であ
った。そこには既成の学校にない真の感情教育があ
り，美徳と知力の教育も存在していた。また，それ
は希望と平和，削ナさと安らぎが宿る所であり，身
分の卑しい田舎人が誉れある物語を語り，美と善の
響きを掻かせてくれる所でもあった。こういう山道
はWordsworthにとって文字通り魂の学校であった。
Wordsworthは帰ってきた。長い苦悩と絶望をくぐ
りぬけて，やっと魂の学校に帰ってきた。絶望のう
ちにすべてを断念し，希望という言葉さえ失ってい
たWordsworthがさびしい山道に充満する希望と安
らぎを兄い出したのである。
For thereI found
Hope tomyhopeIand tomypleasurePeaCe，
Andsteadiness；andhealing and repose
To everyangrypaSSion．　（軋178－81）
だから，敬虞な気拝で「自然」と人間精神の前にひ
ざまずかずにはおれない。
Herecallingup tomindwi1at thenI saw
AyouthfulTraveller，ndseedaily now
Beforemeinmyruralneighbourh∞d，
HeremightIpause，andbendinrevererx：e
ToNature，and thepower ofhumanminds，
Tomenas theyare menwithin themselves．
（狐220－5）
そして，確信をもって，「自然」には「自然」の
作ったものを神聖にする力があり，素朴な人間生活
に雄大な輝きをそえる力がある，と語る。更に，外
見の美しさをかもし出す「自然」には，「自然」自
身の情感があり，その情感は「自然」にうながされ
て生きている人間の仕事にも及ぶもの乾　と次のよ
うに語っている。
AIso about this time didI receive
Corrv’ictions stillmorestrongthanhereto－
fore
Not onlytht theinner frameis good，
Andgraciouslycomposed，but that noless
Nature throughall conditions hathapower
To consecrate，if we have eyes to see，
T e outsideofhercreatures，and to breathe
Grandeurl1匹）n theveryhumblest face
Ofhumanlife．I felt tht thearray
Of outward circumstanceand visible form
Is to tI℃pleasure ofthehumanmind
Whatpassionmakesit，thatmearnvhile tt℃
foms
Of Naturehaveapassionin themselves
natintermingles with thoseworks ofman
To whidhshesummOnShim，althoughthe
WOrks
Bemean，haNenOthingloftyof their m．
（乱打8－93）
「自然」の中にこうした神聖な力や情感が存在す
ると気づくことは，Wordsw）rthにとって貴重な発
見であった。しかし，それ以上に大事なのは「人間
の側に見る限さえあれば」（“ifwehave eyes to
See”）と言っている点である。この眼とは，先に
「知的な賑」（“theintellectual eye”⊥Ⅶ，57）
といったのと同じ眼である。あるいは「精神こそ，
証人にして裁判官である」（“nemirxlis t。her＿
Self／Witnessand judge：’一刀，367－8）とい
うときの精神とも同じものである。
今や人間を見るWordsworthの眼は変った。最も
厳粛な其気　長も偉大な真理は，Wordswormが今
眼の前にしている村人と彼らの日常生活の中にあっ
たのである。Wordsworthは帰ってきた。長い道種
と激流をつきぬけて，やっと帰ってきたのである。
絶望のうちに生きる望みを失っていたW。rdsworth
が，日常の中に新世界を発見することで，人間を回
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復し，人間精神の主体性を把接したのである。
Inlife’s every－day appearances
Iseem’datx）ut tbispericd tohavesight
Of anewworld，aWOrld，tOO，that was fit
Tobe transmitted andmadevisible
To other eyes．as havingforits base
rrhatwi1erKe Ourdignity orlgimtes，
Thatwhichbothgivesitbeingandmain－
tains
Abalance anenndblinginterchange
Of action fromw抽hand fromwithout，
Theexcellence，PureSpirit・mdbestpon；箭
Both　oftheobject seen ande㌍that sees．
（恥369－79）
日常の中に新世界を見させる九　これこそ想像力に
他ならない。その想像力とは，内的精神活動と外的
自然が互に均衡を保ちつつ，相互に作用しあう時
に働く力である。Wordsworthは「詩人とは静と動
との相互作用によって生きる者」（一‘GeniusⅥhich
exists byinterchange／Ofpeaceandexcト
tation”一班，8－9）とも言っている。静だけでは
ない。動だけでもない。それらの「相互作用」（“わー
terd以lge”）の中に詩人は生きるのである。とすれ
囁　Wordswor也のいう想像力とは，主体と客体と
を関係づけ，相互交流させる中間的媒介物だといえ
よう。もっと簡喪にいえ犠　想像力とは接着剤であ
り，触媒なのだ。こ摘ま，RLBrettがColeridge
の想像力説を説明して「精神と自然の二つの世
鵠言言上㌍∵一塁∵■．
致する。
12）
相互作用における新しい力学の発見は，まさに
W。，dsw。rthの本領であり，根源である三3）長い苦闘
の未，Wordsworthは村人と田舎の生活の中に新
しい世界を見つけた。その新世界こそ精神と自銑
見る者と見られる対象とが相互に交流しあって，想
像力が活発な創造活動をする所である。Wordswo血
にとって，想像力の発見とはまさに人間の発見だっ
たのである。絶望と挫折のうちに出発したWords－
wo地は，かくして人間回復を果したといえよ
う。
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Ⅳ　想像力と自然
Wordsworthは当初5巻でThe舟eLudcを完結さ
せる予定だったらしい。その第5巻用のnote－bok
に記されているというある体験がある。この体晩
Srowdon登山は取って置きの体験だったのだろう。
当初の予定を変更して13巻に延長することになると，
この体験はそこに移されて，rカgPrg／鍬オどの最後を
飾ることとなった。SIOWdonでの貴重な体験こそ，
∴－㌍■二三、二∴言睾一言立苦
い。W rdsworth的想像力の世界はSIOWdonでの体
験をふ生えてみると，一層よくわかってくる。次に
それを要約しておこう。
Wordswor仇と友人JonesはSnowdcnで御来光
を仰ごうと，羊飼いを道案内にして夜のうちに出発
した。蒸し暑く，けだるい夏の夜で；あたりには霧
が一面にたちこめていた。羊飼いの犬が途中ではり
ねずみを追い出すという一騒ぎもあったが，3人は
黙々と歩いた。小1時間も歩くうちに3人は離れぼ
なれとなり，たまたまWordsworthが先頭に立って
いた。と突然，足下が明るくなった。1歩，2歩進
むと，更にその明るさは増し，頭上にくっきりと輝
いていたのはみごとな月であった。見ると，あたり
一面辞の海で；その海は迄かかなたの本物の海に注
いでいた。ところが，霧の海の中3分の1マイル程
の所に「青い割れ目」（“a bluechasm”）がぽっ
かりとあいていた。その割れ目から湖水や急汎　そ
の他無数の流れの轟きが登ってきた。この割れ目
こそ自然の魂の宿る所，全体を見通すあの想像力の
宿る所であっ逮）（訓，1－65）
これは視覚と聴覚とを動員したみごとな記述であ
る粥　それだけに留まらない。その夜寂UいSnow一
芸芸誓諾よこ。慧諾羞誓禁を
感覚を十全に発揮しながら，尚それを超える無限の
世界に思いを至す。そして「ある大いなる精神の完
壁な象徴」（“theperfectimage of amighty
Mind”一訓，69）を先の光景の中に見る。即ち「無
限を食べて生きているもの，ある意識下の存在によ
って高揚されるもの」（“one that feeds uponin－
finity，／natis exalted byanunder・preS－
ence”一別I，70－1）の象徴をそこに見とりわけ，そ
のような精神の重要な磯能を感じた，と次のように
語っている。
rカタprgJ〟dg講読
Above all
Onefunctionof sudhmindhalNaturethere
Ekhibited byputtingforth，and that
With circumstancemostawfulandsl血Iime，
′Ihtdomination vhich she oftentimes
Exerts uponthe outward face of thingsJ
Somoulds them，andendues，abstracts，
COmbines，
OrbyabrlJPtardunhabitualinfluence
Dothmake oneobject soimpressitself
Upon allothers，2LndperVade them so
That even thegrossestmindsmustseeand
hear
Andcannot chlSebut feel．（‡町73－84）
「自然」は月光をあてることによってっ外界の形態
を作り上げたり，それらに青白い光をまとわせたり，
あるいは昼間の色彩を奪い去ったり，結び合せたり
する。また，突然の，異常な影響力を及ぼすことに
ょって，あるlつのもの一具体的には「青い割れ
目」をさすと思われる－を際立たせ，他の一切の
ものにそれを印象づけたりもする。こんな光景に出
合えば，どんなに鈍感な人でも感動せずにはおれな
い。「自然」はそういう支配力を働かせることによ
って，しかも月光のもたらす「壮絶で崇高な状況の
下で」（“withcircumstancemost awfuland
s血1iI聡”）それを働かせることによって，想像力
の何たるかをWordsworthに揖示してくれたのであ
る。
このとき，「自然」が人間の感覚に及ぼす力は，
詩人が宇宙の一切の事物に対するときの輝かしい能
力によく似たものであることに気づく。つまり，詩
人が外界に働かせる想像かま，「自然」が人間の感
覚に及ぼす力と爪2つの間柄であることを発見するo
The Power which these
Acknowiedge vhen thus movedl雨1ich Na－
ture thus
Thrusts forth t卿l thesenses，is the express
Resemblance，in the fulness ofits strength
Made visible，a genuine Counterpart
And Brother of the gloriOus faculty
Which higher minds be訂Withthem as
their own．　　　　（‡町84－90）
ここでWordsworthが語っているのは，セザソヌが
「自然は内にあるワ）と言ったのと同様のことである。
M．メルP＝ポソティの『眼と精神』を解説して訳者
は次のようにいう。「画家の措くものは，『あちら
の世界のただ中に』存在していなければならない。
だが，世界のただ中に存在するといっても，それは
『通俗的な視覚が見えないと信じているもの』であ
り，そのようなものに『見える存在』を与えるとこ
ろにこそ画家の本領がある。そうだとすると，彼の
見ているものは彼の『内に』存在しているのだとも
言える。要するに，画家にとっては『同じ物があち
らの世界のただなかにも，こちらの視覚のなかにも
ぁる』のでなければならない慧ここにいう「画家」
を「詩人」とおきかえてみれば，すべてはⅥbrds－
worthに適用できる。Snowdonの光景に接して，あ
るいはそれを想起することによって，Wordsworth
はセザソヌのいう「内なる自然」を発見していたの
である。
そして更に言う。
’meyfrom theirnative selves canSend
abroad
Like transformation，forthemsehres create
Alike existence，and，Whene’eritis
Created for them，CatChit byaninstinct．
（‡Ⅲ，93－6）
このような高邁な心は，本来の自己から（自然の
変容力に）似た変容力を放出し，自分で（自然の
作り出す存在と）似た存在をつくり出し　また他
者（自然）によってかかる存在がつくり出された
ときは本能的にそれを感知する。
（前川俊一注，Ⅰ，p．220）
この4行は先に引用した部分（‡町73－糾）に対す
るWordsworth自身の要約だといえよう。つまり，
「変容力」（【‘trarBformation”）とは外界に働か
せる「自然」の「支配力」（“domination”）のこ
とであり，月光の働きで様々に形を変形する力と同
義である。あるいは，1つのものを際立たせる「突
然のっ　異常な影響力」（“abruptandunhabitual
influence”）もこの「変容力」という言葉に集約
されているといえよう。そしてっ　もし詩人の中にこ
のような「変容力」があって，それを発揮できれば
「自然」の（あるいは月光の）作り出す世界と同様
の世界を詩人が創造できることは当然である。しか
103
長野県短期大学紀要第34号（1979）
し，「自然」に似た「変容力」と「創造力」だけで
は詩人として不充分である。「自然」の作ったもの
を直観的に受けとめる「受容力」も同時に兼ね具え
ていなくてはならない。この点にづいても，先に
Wordswormは，月光の下の光景に接したら「どん
な鈍感な心の人でも見　聞きj　そして感じざるをえ
ない」と言っている。
こう見てくると，上記の4行（‡Ⅲ，93－6）は，
「自然」の捷示してくれた想像力葛　人間の側から
整理し直した言葉だと言える。閃光の如く降り注い
だSmwdon　の月光は，想像力の何たるかをⅥbrds，
worthに開眼させた恵みの光だったのである。
7he Prelude　の構成に当って，Wordsworthがこ
の体験をいかに大切にしていたかがよくわかる。
今やWordsworthは自信をもって次のように語る。
詩人はr常に目覚めてレTTJ（“everonthe watch’’），
他に働きかけるにしても，他から働きかけられるに
しても敏感で　ちェっとした暗示からでも偉大なも
のを構築することができる。だからといって「感覚
的印象」（“S。。dblei叩reSSions”）の虜になるこ
とはない。むしろ，感覚が活発に活動すればするほ
ど，生気も増し，感覚を超えた世界とも交信するこ
とができる。なぜなら，そのような精神の持主は神
に由来するものであり，神性があるからである。か
くして，詩人は最高の至福を猿得し，心の中に主権
を確立することとなる。（‡皿，97－119）
Ⅵbrdsworthにとって「『自然』の発見は同時に
自己の発点∃）であった。それは「自然」と人間との
かかわり，相互交流における新しい力学の発見でも
あった。絶望と挫折のうちに出発したWordsⅥnrth
は，想像力の確固たる位置づげをえて，人間を回復
し，自然を主体化することに成功したのである。
Y　想像力と愛または理性
20）
Wordsworthは愛を語ってこういう。
Fromlove，forhere
Dowebeginand end，all grandeur comes，
All truthandbeauty，frompervadinglove，
That goI治，We are aS dust．（班，149－52）
われわれは愛から出発し，そこに終り，また一切
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の荘凰一切の真実と美とが，あのあまねく愛か
ら生まれるのだ。それがなくなってしまえ蛾人
間は塵芥にすぎないのだ0　　　（岡三郎訳）
愛こそすべての根源である。その愛をWordsworm
は3段階に分けて説明する。1つは仔羊と母羊との
問にかわされるやさしい愛であり，もう1つは若者
が恋人とともに恍惚にひたる人間的な愛である。そ
して，3つ目の愛はこれら2つよりも更に高い免
畏怖と限りない情愛とを伴って心に浸み込んでくる
愛である。「想像力」と関係のあるのは，この第3
の愛である。
Thislovemoreintellectual cannot be
WithoutImagination，wilich，in truth，
Is butanothernameforabsolutestrength
Andclearestinsight，amplitude ofmind，
And reasonin hermost exaltedmood．
（‡皿，166－70）
Imaginationhavingbeenourtheme，
So alsohath thatintellectuallove，
For theyareeachineach，andcannotstand
Dividually．　　　　　　　（XnI，185－8）
「想像力」と「より知的な愛」はお互の中に相手を
包含するものであり，分離しては存在しえないもの
である。しかも，この愛は自己の内面に「其の自由
と主権」（“sovereignty within”－Ⅷ，114／
genuine Liberty’LⅦ，122）を確立した者が「冥
想を通して」（“from the broodingSouトXD，
165）養い育ててきたものである。だから，精神的
な愛の高みに立てば，心は母のようにやさしく，生
活はおだやかさと思いやりで充満してくる。母性的
な第1の愛を知り，激情的な恋人の愛を経過して，
父の愛と呼んでもいいような第3の愛に到達した詩
人は，その高みから母性愛の世界を一層いとおしく
大切に思うのである。
ここに私はWordsworth的弁証法一母の愛（正）
・恋人の愛（反）・父の愛（合）－の図式をみる。
第3の父の愛は母の愛とは質的にちがうが，母の愛
をも包含したところに成り立つ。しかし，第2の恋
人の愛なくして父の愛は生れてはこない。いわば，
恋人の愛は，父の愛を生み出すための裏方の役瓢
陰の部分をなしている。Wordswor仇にとって，こ
r舶prg〟か幕読
の暗い陰の部分は重く苦しいものであった。フラン
ス滞在中（1791－2）に起きたAnnetteVallon
との恋愛事件は，わずかにVaudracourとJuliaに
託した悲恋物語（相，555－934）として，間接的に
語られているにすぎない。また，フランスから帰国
した後の3年間についてもただ「放浪者の生怯」（“孤
undomesticWanderer，slife”一別，343）を送っ
たと書くに留まっている。Wordswor仇にとって，
恋人の愛はそれ程暗く重い愛であった。
こういう恋人の愛から父の愛への飛躍を可能にし
てくれたのは「兄妹の愛」（“fratermllove”一
肌50）であった。この愛のおかげで，Ⅵbrds－
worthは「あのより賢明な気分」（‘‘that wiser
mood”）を取り戻し「自然」のおだやかで控え目な
美しさを眺められるようになったのである。「兄妹
の愛」が具体的には妹】hrotbyを指すことは明らか
である。Ⅵbrdsworthは妹の愛をえて，母の愛・恋
人の愛・父の愛という弁証法の図式を完成したので
この図式は「想像力」を理感翌の関係で眺めたと
きにもいえることである。先に引用した部分（‡Ⅲ，
166－70）で，「想像力」は「最も明噺な洞察力」
（“clearestinsight”），r葡高に高められた理性」
（“reasoninher most exaltedmood”）の別名
である，とWordsW）rthは語っている。前川俊一氏
の説明によれば「“Imagination”はドイツの先験
哲学から来た考え，〝intellectuallove〝はイギリス
18世紀の哲学の流れをくむ考鼎だという。しかも
「“Imagination”を“insight”と見ること，すな
わち最高の真理把握の働きと見る点が，イギリスの
伝統的な哲学の考え方と異なっている慧とも説明し
ている。とすれば，正しき理性と洞察力とを想像力
説の中に組み込んだところにWordsworthの独自性
と本領があったといえよう。
衝動的な幼年時代においてさえ，感覚の純粋な動
きを感ずることがあり，そこには知的な魅力が存在
するような気がした，と次のように語っている。
I have felt，
Not seldom，eVenin that tem‡光StuOuStime，
Thosehalk）W’d aLnd pure mOtions of the
Which seem，in their simplicity，tO CWn
Anintellectual charm　（Ⅰ，576－80）
この直観的理性ともいうべき「知的な魅力」（“m
inte lectualcharm”）を第1の理性とすれば，不
毛な分析 走らせたGdwinismの「悪しき理性」
は第2の理性と呼ぶことができよう。それに対して，
今Wordswor仇がたどりついた「知的な愛」は総合
的理性ともいうべき第3の理性である。ここにも，
直観的理性（正）・分析的理性（反）・総合的理性
（合）というWordsw6rth的弁証法が成立する。
自然についても同様に，見るものすべてを愛した
子供時代の自然（正）・色や形に終始して，眼の専
制にまかせきっていた絶望期の自然（反）そして，
それらを止揚して心の中に確立した「内なる自然」
（合）という弁証法を見ていたことは言うまでもな
い。田舎人に人間精神の象徴を見たように，Words－
WO正hが心血を注いできたのは，第3世界の発見
とそこに至る過程だったのである。Wordsworth流
に言うならば，第3の「自然」，第3の「理性古
第3の「愛」そして第3の「人間」とは，まさに
「想像力」の別名に他ならない。そして，この「想
像力」こそ7年の才月をかけ，8，484行の詩句を投じ
てWordsworthが語りたかった，たった1つのこと
だったのである。
nisfaculty hathbeenthemovingsoul
Of ourlonglabour．　（Xm，171－2）
（注）
英文学演習でr如PrgJ〟dgを取り上坑　3年がかりで
学生といっしょに読んできた。本論はその一つのまとめで
ある。そんな意味て表題を「71如j与〟∽わ講読」とし
た。この難解な長詩を講読するに当っては，前川俊一氏の
注（研究社英米文学夢審rカg PrgJ〝dgI，昭和50年劫版
／仇昭和51年7版）に大いに支えられた。また，岡三郎
訳『ヮーズワス・序曲』（国文社1968）および野坂横沢
『プレリュード』（中央公私1，1969／皿，1971）に
教えられるところも多かった。この上拙訳を付け加える
のは，労力の上でも貫数の上でも無駄なことだと思ったの
で，引用は英文だけに留めた。7協動′ど／必g講読の司会者
とも助言者ともいうべき上記3人の方々に心から感謝した
い。＃，本文中の引用はTheD・Cludc ed．byErnest
deSelincourt，2nd edition rev・byHelenDarbi－
shire（Oxford，1959）によった。
1）加納秀夫『英国ロマン派の辞と想像力』（大修館審
囁1978）n21
2）磯田光一氏は次のようにいう。「すでに多くの研究
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者が指摘しているように，ワーズワスのユートピア像
は，それが彼自身を急進的にフラソス革命におもむか
せたとしても，少なくともその内容は“保守的”なも
のであり，しかもその実現が不可能であるということ
は）運命的に決定されていたといってもいいのであるJ
『イギリス・ロマン派詩人』（河出書房新社，昭和別
年）p．87
3）英仏間の宣戦布告で受けた精神的打撃については
Book‡，758－74で再度言及されている。
4）Wordsworth　の精神的危故およびGodwinの影響
について鶴　前川飴一往⊃　廿，pp．ユ50－1および同氏
『若きワーズワス』（英宝私昭和2彗pp．107－
25ノの他こ厨司膵ワーズワース研究』（北星堂，昭和
45年　pp．130－45）参府
5）Cf．The Tables Turnedlll．26－8：
Our meddlingintellect
Misoshapesthebeauteo一ユSformsQf也ings：q
We murder to dissect．
6）もっともC．Salvesenは，これはWordsworth
にとって必要な課程であった，と次のように述べてい
るO Hwe can seehow this exc】usiveユy vis・
ualappetite，greedyin chace，，1aid up
StOreS Ofimagery，andlaid out whole spir－
itualinternallandscapesin whichWords－
worth’s memory couldmove and create．
The La7d∫Cqbe ofMemory（EdwardArnold，
1965）p．65
7）H．Lindenberger（On7％rd5WWth A′。Iud。，
PrincetonU．P．，1963，P．158）も加納秀夫氏（前掲
考　p．20）もこの乙女をDorothyと考えている。し
かし穏和な性格という点から見ても，Wordsworth
の4ケ月後に生れているという事実からしても，この
乙女は妹Dorothyではなくて，後にWordsworth
の妻となったMaryHutchinsonをさす，と考えるのが
正しいようである。（前川俊一江，皿，p．187）
8）“spots of time”ぉよびWordsworthの時間
意執こついてはH・Lindenberger・Op．Cit．，（timeD
Consciousness’，pP．131－204、参照
9）磯田光一，前掲書，p．113
川）800km369－79の解釈についてはR．Ⅸ
Havens，ThMindゲaPoe川（TheJohns
Hopkins Press，1941）pp．601－2参照
11）R。L・Brett，児玉実英訳『空想と想像力』（研
究社文学批評ゼミナー′1昭和46年）p．46
12）Cf・Hwordsworth thought ofimaginative
lO6
WOrk primariエy as the discovery of hith。
erto unapprehended relations：’JohnJones，
The Egoti∫tical Sublime（Chatto andWh・
dus，2nd ed．，1964）p．44
13）Cf．“Thispassageinits original form
expresses a vital elementinWordsworth，s
thought，and putsintointellectual terms
a part of his own deepest experience．The
growth of hismind was bound up with a
process of continual action andinteracn
tion between his owninnerli董e and the
world without．けE．de Selincourt，Notesl
p．618
14）前川俊一注，1，p，213
15）snowdon episodeには2つの問題がある，とい
う。lつ吼この登山が1791年のことか1793年
のことか，はっきりしないという点である。もうlつ
勘“blue chasm”の光景はアルプス旅行中（1790）
の体奴に基づくものだろうとする考えである。（前川
俊一注，l，p．213，pp。216－7）しかしWords－
WOrthのいう想像力を考えるに当っては，原体験
の年月日は問題にならないしっ　体験に改変が加えられ
たとしても一向にさしつかえない。その意味ち　E．L
Stelzigがアルプス旅行とSnowdon登山の2つを
“spots of time”の頂点ととらえているのは面白
い0dJ／5力感g∫ク′Cβ〃∫ごね〟∫刀g∫∫　rMouton，
1975，PP．168－80）特に，“Theprocess of vi－
Sion does not consist of ameeting or com－
munication with any traditional manifes－
tations o董　the divine，butinheresin an
astonishing encounter（ガWordsworth）s mind
with the power o董imagination”（Ibid．，
p．168）と言っている点に注目したい。
16）“Ameditation roseinmethatnight’：
（1805）という表現が“in calm thought／Re一
flected”（1850）に修正されている点に着目して，F．
D．Mcconnell　はそこに過去の時と現在の時とが融
合した“the universal confessional tiふe”を
読み取っている。71ヵgCのけど∫∫g∂乃αJJ郡毎乃加わ乃
（theJohns Hopkins U．P．，1974，p．159）その他
言葉の分析を通して，主として動詞に注目しながら，
Snowdon episodeを語るWordsworthの意識を信
仰告白的なものだと分析している。（Ibid．，EEden－
ic Word’，PP。147－190）
17）M．メルロ＝ポソティ，滝浦静堆・木田元訳『眼と
精神』（みすず専風1966）p．260
18）同書，「訳者あとがき」p．355
19）加納秀丸前掲筈，p。25
rカピタgJ虜♂講読
1850年版では‘‘this spirituallove”に変妄られて
いる。
22）添田透，前掲亀「ワーズワスと理性」pp．38－58
20）添田透『ヮーヅワス点描』（大阪教育国事，昭和52　23）前川俊一軌Ⅰ，p．226
年）「ワーズワスの愛」pp。3－21参照　　　　　24）同番，Ⅰ，p．225
21）“thislove moreintellectual”という表現が
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